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エルサルバドル政治経済月報 

（2018年７月分） 

2018年８月 

在エルサルバドル大使館 

 

[大使館のビジョン]  

エルサルバドルとの友好親善関係を増進し社会発展に貢献しながら日本の国益と国際公益の向上

を目指す。 

 

[大使館のミッション] 

1. 日本の平和や繁栄を守るための外交政策の構築と実行。 

2. エルサルバドルの世論に働きかける広報・文化事業の推進。 

3. 在留邦人の生命と財産の保護，日系企業の活動支援。 

4. 政治経済情報の収集・分析。 

5. 自立的かつ持続的な開発への協力。 

6. 服務規程を遵守し，風通しの良い職場環境の維持。 

 

 

  

 

1. ブケレ前サンサルバドル市長の大統領選挙出馬の動き 

 6 月 21 日，ブケレ前市長は 2019 年大統領選挙への出馬のために CD（民主革命党）との選挙

同盟を組むことを発表した。しかし，7 月 10 日，最高裁は CD の政党登録に関し，選挙管理最高

委員会（TSE）に対し，政党法 47 条の政党登録の維持要件を満たしていないとして，政党法を適

切に適用するよう命令する判決を下した。 

 7 月 26 日，TSE は最高裁の判決を受け，TSE 判事５名中 3 名の賛成票をもって，CD の政党登

録剥奪を決定。 

他方，ブケレ前市長は，TSE の政党登録剥奪の決定発表前に，CD からの出馬を取りやめ，GANA

（国民統合のための大連合）への加盟登録を行い，29 日に実施された GANA 党内選挙において

GANA 大統領候補に選出された。 

 

2．最大野党 ARENA，PCN，PDC 及び DS の大統領選挙に向けた同盟の発表 

 26 日，最大野党 ARENA，PCN，PDC，DS の４政党が 2019 年大統領選挙に向けた同盟を正

式発表。4 政党合計の国会議員数は 84 議席中 49 議席となる。 

 

3. 新外務大臣の決定 

30 日，カスタネダ外務次官が新外務大臣に就任した。外務大臣のポストは，本年 4 月 18 日に

マルティネス前外務大臣が 2019 年大統領選挙出馬のために辞職してから空席となっていた。 

 

 

内政 
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1. 中米北部３か国外相，墨外相及び米国土安全保障長官の会合 

 10 日，グアテマラシティにおいて，中米北部 3 か国外相，墨外相及び米国土安全保障長官によ

る「移民・移民の密入国・治安に関する共同戦略立案のための会議」が実施された。 

 同会議において，カスタネダ外相代理は，米国南部国境において保護者から引き離された未成年

者移民に関し，かかる問題を早急に解決するために，米国の関係当局と緊密に協力するというエル

サルバドル政府の姿勢を表明した。 

 

2. CELAC 関係 

 16-17 日，カスタネダ外相代理（現在は外相）は，ブリュッセルにおいて開催された第 2 回

CELAC・EU 外相会合に出席した。また，同訪問の機会を利用し，ルクセンブルグと二国間協力に

関する会合，ベルギーと二国間の政策協議にかかる了解覚書の署名を行った。 

 

3.サンチェス・セレン大統領のサンパウロ・フォーラム出席  

  17日，サンチェス・セレン大統領は，キューバで実施された，世界の左派政権リーダーが集結

する「サンパウロ・フォーラム」に出席した。同大統領は，演説の中で，ニカラグアのオルテガ政

権を擁護する旨の発言を行った。 

  マルティネス与党 FMLN大統領候補は，上記大統領の発言に対し，全く同意しかねる旨テレビ番

組にて発言した。 

 

 

 

1. 東部地域経済特区法案の国会提出 

  3日，東部地域経済特区（ZEE）法案が国会に提出された。本法案は当国東部沿岸地域２６市町

村の経済発展を模索するものであり，対象地域では法人・所得税，付加価値税，輸入税，市民税，

不動産譲渡税等が免税対象となる。また，空港港湾，観光業，航空宇宙業，再生可能エネルギー

発電，天然ガス及び石油探索・掘削，農産加工業，水産加工業，養殖，国際サービス，研究，イ

ノベーション，科学技術開発等の活動に財政優遇措置が与えられる。 

 

2．ホンジュラス・グアテマラとの税関統一加盟議定書の国会批准 

 23日，当国国会は，グアテマラ・ホンジュラス税関統一へのエルサルバドルの加盟議定書を批

准した。 

 税関統一の第一段階として，商品の移動自由化の促進と貿易の円滑化を焦点に当てており，その

プロセスにおいて「統一国境施設」を形成する予定。「統一国境施設」は，通関のための「中米単

一申告書（FYDUCA）」の使用と両国の税関職員による一度の手続で運用がなされる。 

 

  3. エルサルバドル国際空港拡張の起工式実施 

  26日，エルサルバドル国際空港旅客ターミナル拡張の起工式が実施された。 

 本起工式において，旅客ターミナル拡張のための施工開始が正式に発表された。総投資額は

6,600万ドルとなり，その内の 3,800万ドルをメキシコ企業に発注，残り 2,800万ドルは空港港

経済 

外交 
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湾委員会(CEPA)が国内企業に発注する。新旅客ターミナルは５つの搭乗口とボーディングブリッ

ジを伴う３階建施設となる。 

 なお，別途貨物ターミナル拡張計画も予定されており，総投資額は 6,200万ドルとなり，拡張自

体は CEPAの自己資金で行われ，運営については PPPも想定されている。 

 

 

 

 

・2018 年 7 月までの輸出額は 30 億

4,792万ドルとなった。輸入額に関し

ては，57 億 5,225 万ドルとなり，貿

易収支は 27 億 433 万ドルの赤字とな

った。 

 

 

 

 

 

 

 

・2018 年 6 月までの家族送金額は

26 億 8,800 万ドルとなり，前年同月

比で 9.3％増加した。その内 25 億

1,080万ドル（93.4％）が米国からの

送金であった。 

 

 

 

 

 

 

2018 年 6 月のインフレ率の上昇率は

は前年同月比 0.9％となった。 
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【主要事件・報道】 

１．当地主要紙の報道によると，７月の殺人件数は２９０件，本年１月から７月末日までの殺人

件数は２，０９２件となり，昨年同時期と比べると約１％減少（２０１７年同時期よりも１５件

減）し，本年に入り，初めて前年同時期を下回った。 

 

２．７月６日付，当地主要紙の報道によると，サンサルバドル県クスカタンシンゴ市の保健所に，

武装した犯罪集団（Ｍ１８）が押し入り，保健所職員及び患者から所持品を強奪する事件が発生

した。同保健所には，先月まで警備員が配置されていたが，契約未更新により，今月から警備員

が未配置であったため，犯罪集団の標的になった可能性がある。警備員未配置の場所は，犯罪者

の標的となる可能性が高いため，外出される際は，レストラン，商業施設等，警備レベルが高い

場所を選定し，警備員が未配置の場所には近づかないよう注意する必要がある。 

 

 ３．７月７日午前６時１５分頃，チャラテナンゴ県チャラテナンゴ市の県道にて放置車両が爆発

し，調査をしていた警察官 2名が重傷を負う事件が発生。治安当局によると，路上に不審車両が

乗り捨てられている旨の緊急通報（911）を受け，警察官 2名が緊急出動し，該当車両の確認を

しようとしたところ，車両が爆発し，警察官 2名が負傷，救急搬送された。 

 当該車両は 6月 19日にサンサルバドル市エスカロン地区にて車両強盗により強奪された車両

であり，事件当日，当該車両には爆発物及びプロパンガスボンベが仕掛けられていたとのこと。 

 現在，治安当局にて事件の詳細につき，調査中だが，犯行目的等は明らかになっていない。 

今後，同様の事件に巻き込まれぬよう不審車両に限らず，不審物（宛名の無い小包や紙袋等）に

は決して近づかず，爆発物（不審物件）発見時の三原則「触るな」「踏むな」「蹴飛ばすな」を励

行し，注意していく必要がある。 

 

 

【主な邦人居住地区及び観光地治安情報】 

１．７月中のサンサルバドル市サンベニート地区及びエスカロン地区の殺人発生件数は１件。 

７月１４日早朝，サンサルバドル市エスカロン地区（Avnida Masferrer Norteと La calle El 

Robleの交差付近）にて，駐車中の車両内で，遺体が発見された。治安当局によると，被害者は銃

弾３発にて殺害されたもので，殺害された当時，酒酔い運転をしていた状態であり，車両には衝突

した痕跡が見られることから，他車両との何らかの諍いがあった可能性があるとのこと。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

治安 
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【観光地等における危険度レベル】 

レベル１：十分注意区域 レベル２：不要不急の渡航中止区域 

国立ダビッドＪ・グスマン人類学博物館（MUNA） サンサルバドル旧市街 

ティン・マリン児童博物館 平生三郎公園 

エルサルバドル美術館（MARTE） サンサルバドル市の動物園 

プレシデンテ劇場 プエルタ・デル・ディアブロ 

サンサルバドル近郊のゴルフ場 

 ベンゴア球場 

 サンサルバドル市国立民芸品博物館 

 クスカトラン・スタジアム 

 サンサルバドル火山 

 カフェタロン・フットサルコート 

 ラ･リベルタ県のビーチ 

 イロパンゴ湖 

 サンタテクラ旧市街 

 コアテペケ湖 

 セロベルデ自然公園 

 エル・ピタル山 

 ラ・パルマ市 

 サンタ・テレサ温泉 

 スチトト旧市街 

 サン･アンドレス遺跡 

 タスマル遺跡 

 カサ・ブランカ遺跡 

 サンタ・アナ旧市街 

 オロメガ湖 

 エル・ホコタル湖 

 サン･ミゲル市 

 オロクイルタ市 
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治安統計               

主要 11犯罪（６月）過去 2年との同時期の比較  

・2017 年における殺人件数は３，９５４件となり，人口１

０万人あたりの殺人発生件数は約６０件となった。中米地

域においては，ワースト１である。 

・６月の殺人件数は３０３件であり，１月～６月の合計は１，

７９４件（前年同時期よりも約１％減少）。また，窃盗（車

両），強盗（車両），傷害及び配送車盗難強盗件数も高い数

値を示しており，マラスの活動が活発化していることか

ら，引き続き，治安の動向を注視していく必要がある。 

・強姦件数は前年と比べ若干減少しているが，思春期の少女

たちに対する性的犯罪が社会問題となっている。 
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7月 2日 新ブラジル大使：着任表敬挨拶 

7月 6日 前在エルサルバドルコスタリカ大使：表敬 

7月 11日 Alberto Arene 元 CEPA総裁、エコノミスト：意見交換 

7月 18日 農牧水産省課長：カツオ関係打合せ 

7月 18日 JICA 所長： ODATF会議 

7月 23日 新チリ大使：着任表敬挨拶 

7月 25日 GANA 党、Joateca市長： 協力プロジェクト打合せ 

7月 27日 CEPA総裁：各種打合せ 

7月 27日 JICA 所長：各種打合せ 

 

（今月の大使の外出件数：33件） 

 

主な来館者 


